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研究成果の概要（和文）： 

本研究は、肺がん患者のストレスに着目し、主観的・客観的評価指標による経時的ストレス推
移および関連因子の検討を目的に実施した。対象は、がん化学療法目的で入院中の肺がん患者
28 名で、化学療法前～約 2 週間唾液を採取、化学療法前および投与後 7 日目に質問紙 POMS 短
縮版、QOL 評価に回答してもらった。結果、唾液中分泌型 IgA が化学療法前から７日目に有意
に上昇、POMS「緊張-不安」が有意に低下した。また、QOL 総得点と唾液中 Cortisol 濃度に有
意な負の相関がみられた。以上より、化学療法前は緊張・不安を主としたストレスを有し、QOL
が低いほどストレスが上昇することが示唆された。 
 
研究成果の概要（英文）： 
This study investigated the stress state and the factor related stress in patients with 
lung cancer using subjective and objective assessment tools. The subjects included 28 
peoples who received chemotherapy for lung cancer in hospital. Salivary samples of the 
participants were collected about 2 weeks. They also completed the POMS and QOL 
questionnaires before and the 7 day after chemotherapy. As a result, the salivary 
secretory IgA level was significantly higher at the 7th day after chemotherapy than before 
chemotherapy. The tension-anxiety score were lower at day 7 of chemotherapy than before 
chemotherapy. In addition, a negative correlation was observed between the salivary 
cortisol level and the QOL full score. It was suggested the patients have stress mainly 
tension and anxiety before chemotherapy, and the higher the level of stress, the lower 
the level of QOL. 
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１．研究開始当初の背景 
がん化学療法を受けるがん患者は、治療開始
前の心理として、副作用に対する心配や予後
への不安を抱えていると言われている。その
ため、不安などのネガティブな感情がストレ
スとなることが考えられ、看護者は患者に過
剰なストレスを与えず、最良の QOL を保ちな
がら治療を受けることができるような援助
が重要といえる。しかし、これまで肺がん患
者を対象としたストレス評価は質問紙やイ
ンタビュー等の主観的評価によるものが多
く、客観的な評価はされていない。一方、乳
がん患者では、ストレスマーカーとされる唾
液中コルチゾール値が上昇している人ほど
寿命が短いという報告があり、過剰なストレ
スが予後に影響すると示唆されている。よっ
て、本研究において肺がん患者を対象に客観
的・主観的両面でストレスを評価することに
より、双方の関連性や関連因子等のデータか
らがん化学療法看護における基礎的資料が
得られるのではないかと考えた。 
 
２．研究の目的 
(1)がん化学療法を受ける肺がん患者のスト
レスの経時的変化を明らかにする。 

(2)ストレスの主観的指標と客観的指標およ
び、それらに関連する因子を検討する。 

 
３．研究の方法 
(1)対象 
初回がん化学療法目的で入院中の肺がん患
者 28 名とした。条件として、病名を告知さ
れていること、全身状態の指標として ECOG 
パフォーマンスステータス(PS)が 0～2 であ
ること、ホルモン療法など唾液中バイオマー
カーの測定値に影響を及ぼす因子を持たな
いことを確認した。 
(2)方法 
化学療法前～施行後 2 週間、3日おきに唾液
を採取し、化学療法前および施行後 7日目に
は質問紙に回答してもらった。質問紙は POMS
短縮版(Profile of Mood、以下、POMS)およ
び FACT-L (The Functional Assessment of 
Cancer Therapy-Lung)とした。POMS は気分評
価の質問紙で McNairらにより米国で開発さ
れ、対象者がおかれた条件により変化する一
時的な気分、感情の状態を測定できる。６下
位尺度（緊張-不安、抑うつ-落込み、怒り-
敵意、活気、疲労、混乱）により構成され、
加えてネガティブな感情を示す TMD(Total 
Mood Disturbance)得点を算出し、これらの
気分を同時に測定できる。FACT-L は肺がん患
者の特異的 QOL を測定する尺度であり、身体
面、社会・家族面、心理面、活動面、肺がん
の症状、の 5 つの側面から QOLを評価できる
ことが特徴である。質問紙の回答については、

当日のバイタルサイン等を観察し、状態をみ
て選択した。また、対象者の年齢、性別、現
病歴、入院中の経過等は、診療録よりデータ
収集した。 
(3)分析 
唾液は採取専用チューブおよびストローで
直接採取し、採取後すぐに遠心分離、－85℃
で凍結保存した。唾液からは唾液中コルチゾ
ール、分泌型 IgA値を ELISA法にて測定した。
POMSは各下位尺度得点、ネガティブな感情の
指標となる TMD 得点を、FACT-Lは総得点、各
下位尺度得点を算出した。統計解析は SPSS 
11.5 for Windows を使用し、5％未満を有意
水準とした。 
(4)倫理的配慮 
本研究は弘前大学大学院医学研究科倫理委
員会の承認を得ている。対象者には説明文書
を用いて研究方法、プライバシー配慮、研究
参加の自由等について説明後同意書を得た。 
 
 
４．研究成果 
(1)対象者の属性 
男性 19名、女性 9名、平均年齢は 66.1±7.1
歳であった。組織分類は腺がん 16 名、扁平
上皮がん 3名、小細胞がん 9 名、治療方法は
化学療法のみが 17 名、化学療法と放射線療
法の併用が 11 名であった。化学療法開始か
ら 7日目までの症状として、倦怠感、食欲不
振、嘔気、呼吸困難を有する対象者がみられ
たが唾液採取に支障はみられなかった(表
１)。 
 
表 1：対象者の属性 

 

属性 人数

性別
　男性 19
　女性 9
組織分類
　腺がん 16
　扁平上皮がん 3
　小細胞がん 9
病期 (腺がん、扁平上皮がん)
  Stage ⅢA 4
  Stage ⅢB 4

　 　Stage  Ⅳ 11
病期 (小細胞がん)
  Limited Stage 3
  Extensive Stage 6
治療
　化学療法のみ 17
　化学放射線療法 11
副作用
（治療開始から７日目まで）
　なし 14
　倦怠感 7
　食欲不振 10
　嘔気 3
　呼吸困難　 4



(2)唾液中バイオマーカーの変化 
唾液中バイオマーカーである分泌型 IgAが化
学療法前から７日目に有意に上昇した
（P<0.05）（図 1）。また、化学療法前から 2
週間における経時的変化はどちらも有意差
はみられなかった。経時的変化には一定の傾
向はみられなかったものの、分泌型 IgA はス
トレス刺激により低下することが明らかと
なっていることから、化学療法前は高いスト
レス状態にあり、施行後 7日目に低くなった
ことが示唆された。また、ストレスの客観的
指標としては血液、脳波、発汗、尿など様々
あるが、本研究では唾液を用いた。唾液採取
は綿球を口腔内に入れてしみ込ませること
により容易に採取でき、血液などのように採
血によるストレス刺激がないため、肺がん患
者のストレスの客観的指標として有用と考
えられた。ただし、口腔内に出血等があり血

液が混入してしまうと数値に影響するため
事前にアセスメントすることが必要である。 
 
図 1：化学療法前および施行後 7 日目の唾液
中分泌型 IgAおよびコルチゾール濃度の変化 
 
 
(3)化学療法前および施行後 7 日目における
POMS、FACT-Lの変化 
質問紙 POMS 下位尺度「緊張-不安」および TMD
得点が有意に低下（P<0.05）、すなわち、緊
張・不安の程度、ネガティブな感情が軽減し
た（表 2）。 
表 2：化学療法前後における質問紙得点 

POMS 緊張-不安の尺度は「気がはりつめる」、
「落ち着かない」、「不安だ」などの項目から
構成されており、本研究の対象者は初めて化
学療法を受けた者であることから未知の経
験に対する思いから変化したと考えられる。 
 
 
(4)ストレス指標との関連因子 
①属性との関連 
性別、年齢、化学療法後の副作用、治療方法
の違いによる差はみられなかった。 
②QOL との関連 
QOL 得点とストレス指標の比較では、唾液中
コルチゾール濃度と総得点（FACT-L得点）お
よび心理面 QOL、活動面 QOL の得点に有意な
負の相関がみられた（r=-0.4、P<0.05、r=-0.4、
P<0.05、r=-0.4、P<0.01）(図 2)。すなわち、
QOL が低いほどストレスが高い状態にあるこ
とが示唆された。対象者の属性による差はみ
られなかったため、医療者がケアする際には
患者の QOLに着目し、現在どのように感じて
いるのか、また、良好な QOL を維持・向上し
つつ治療に臨めるような精神的サポートの
重要といえる。 

 
図 2：FACT-L 得点および唾液中コルチゾール
値の関連 
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